
｝
二
六
三
年
け
婁
募
逐
に
慷
っ
て
築
造
さ
れ
た
も
の
が
始
め
て

十
字
型
を
な
す
事
を
．
詮
い
て
居
る
等
、
軍
な
る
解
説
叙
蓮
に
は
土

ま
ら
な
い
で
專
門
的
見
解
の
片
麟
が
随
所
に
現
は
れ
て
居
る
。

　
要
す
る
に
、
埃
及
に
於
け
る
直
隠
の
文
化
、
発
ち
フ
ァ
ラ
オ
、

ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ヤ
，
基
督
教
、
盛
行
の
四
個
の
文
化
に
表
は
れ

た
美
術
を
通
観
す
る
一
般
的
著
作
と
し
て
恰
好
の
も
の
と
考
へ
ら

る
ノ
（
り
。
貯
象
O
謬
（
嗣
・
い
§
0
9
μ
一
〇
一
由
一
）
（
岡
島
）

　　

ｨ．

y．

Aキ

ｪ
西
蕪
織
史

　
本
書
は
ロ
シ
ア
筆
立
地
墨
協
會
幹
事
ソ
コ
ロ
フ
ス
キ
ー
氏

（（

｢
．
客
噂
佃
O
げ
（
凶
O
く
も
ウ
押
紀
）
が
m
岡
協
余
日
機
關
雑
勤
碑
牌
昂
六
十
巻
第
一
冊
戸
“

掲
載
し
た
『
悪
戯
ア
ジ
ア
探
検
史
の
中
か
ら
』
『
教
父
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
H
デ
目
ア
ゼ
ウ
ェ
ド
の
下
行
』
の
融
課
に
し
て
、
ロ
シ
ヤ
入
バ
イ

カ
ロ
フ
氏
の
助
を
籍
ら
れ
て
成
り
、
其
の
探
楡
の
主
要
な
地
域
が

画
藏
を
中
心
と
し
、
且
つ
其
の
探
書
の
結
果
が
乗
だ
廣
く
盤
に
知

ら
れ
て
み
な
か
っ
た
と
こ
ろ
が
ら
、
便
宜
上
題
し
て
西
藏
探
瞼
秘

史
と
名
づ
け
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

蓋
し
世
界
探
検
史
上
於
け
る
ぜ
ス
ヰ
ッ
ト
教
宣
教
師
達
の
貢
獣

　
　
　
　
　
紹
　
　
　
　
　
介

は
偉
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
が
，
椴
界
最
大
大
陸
た
る
ア
ジ
ア
瀕

の
未
だ
知
ら
れ
ざ
の
し
内
陸
部
も
亦
学
道
を
志
し
つ
渓
彼
等
の
探

槍
を
行
っ
た
領
域
で
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
彼
等
の
帯
し
た
結
果

は
歴
輿
地
理
馬
上
贋
値
あ
る
材
料
と
な
っ
て
み
る
。
…
從
っ
て
彼
等

の
規
供
し
た
称
料
も
次
第
に
研
究
さ
れ
つ
、
あ
っ
た
の
で
あ
る

が
，
愛
に
ま
た
久
し
く
未
着
手
の
ま
蕊
に
な
っ
て
み
た
ポ
ル
ト
ガ

ル
の
宣
教
師
ア
ゼ
ウ
ェ
ド
氏
の
探
検
の
結
果
が
明
に
さ
れ
、
そ
れ

に
よ
っ
て
中
央
撰
検
史
の
貴
重
な
る
資
料
を
得
た
の
み
な
ら
す
、

第
＋
七
世
紀
頃
の
該
地
方
の
歌
唱
も
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
，

早
速
其
の
邦
鐸
書
を
得
た
こ
と
は
我
等
の
最
も
霧
と
す
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
本
書
は
先
づ
史
上
に
於
け
る
ア
ぜ
ウ
ェ
ド
氏
の
位
置
と
其
の
西

藏
探
検
の
意
義
を
解
明
し
、
孜
に
ア
ゼ
ウ
ェ
ド
氏
の
ア
グ
ラ
か
ら

西
藏
に
到
る
行
程
に
於
け
る
熱
心
な
槻
察
に
よ
っ
て
見
黒
し
見
る

自
然
の
世
態
叢
に
住
民
の
風
俗
習
慣
や
さ
て
は
遭
遇
し
た
る
危
難

に
就
い
て
も
蓮
べ
、
次
に
薄
片
的
乍
ら
西
藏
の
宗
教
・
敦
治
・
商
業

の
事
情
及
び
風
習
を
明
に
し
，
吹
に
ッ
ァ
ラ
パ
ン
に
於
け
る
宣
教

の
成
功
す
べ
く
も
な
き
を
察
し
因
業
な
る
族
を
績
け
て
ラ
ダ
…
ク

　
　
　
　
　
　
第
十
七
巻
　
第
一
號
　
　
＝
一
一
三

（　1：一）　：．）　）



　
　
　
　
　
紹
　
　
　
　
　
介

に
至
る
途
中
経
験
観
察
し
た
る
も
の
並
に
ラ
ダ
ー
ク
か
ら
ア
グ
ラ

へ
の
錦
選
に
見
聞
せ
る
厩
…
を
叙
馨
し
て
る
る
。

　
此
の
謬
交
は
嘗
て
地
理
教
育
第
十
総
第
四
號
よ
吟
第
十
｝
餐
第

二
號
に
亙
っ
て
連
載
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
本
書
に
て
は
各
章

を
夏
に
数
儒
陣
に
分
っ
て
各
々
に
標
題
を
豊
川
し
、
爾
ほ
ア
ゼ
ウ
ェ
ド

氏
の
探
瞼
鼠
算
表
並
に
略
圃
及
び
地
名
索
引
を
添
頽
し
閲
讃
に
便

し
て
み
る
。
四
六
斜
一
〇
四
頁
の
小
冊
子
で
あ
る
が
、
興
味
深
き

幾
多
の
材
料
が
盛
ら
れ
て
み
る
。
（
中
興
館
騎
行
定
贋
九
拾
鏡
×
村

松
）

愚
國
艮
世
界
地
理
　
上
下
　
藤
田
元
春
著

　
近
時
に
於
け
る
地
理
風
俗
大
系
乃
棄
地
理
大
系
の
如
き
寅
…
眞
を

主
と
す
る
地
理
書
の
近
刊
は
我
が
國
地
理
學
の
耳
金
普
及
の
上
よ

り
喜
ば
し
き
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
傘
ば
通
俗
書
で
あ
っ
た

だ
け
そ
れ
だ
け
物
足
の
ぬ
感
を
抱
か
し
め
た
。
然
る
に
穂
芒
に
護

ん
で
興
味
あ
る
ば
か
り
で
な
く
學
衛
的
な
薫
の
高
き
士
民
擬
界
地

理
上
下
二
怒
を
得
た
こ
と
は
吾
人
の
眞
に
欣
快
と
す
る
慮
で
あ
る

　
本
書
献
其
の
大
細
…
を
ブ
ル
ッ
グ
ス
氏
の
世
界
地
理
書
に
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
第
十
七
轡
　
第
…
號
　
　
一
三
四

上
巻
の
超
然
の
環
境
の
如
き
、
ソ
ル
ッ
ク
ス
氏
の
そ
れ
の
ま
・
で
あ

る
か
、
静
弟
二
織
鍼
以
下
久
μ
洲
沸
蕪
副
は
グ
ル
ビ
ン
グ
，
ブ
ラ
ー
シ
ユ
の

世
界
地
理
黒
焼
を
灘
照
し
順
序
の
如
き
も
著
者
の
方
寸
に
出
て
み

る
。
中
に
就
い
て
ア
ジ
ア
洲
の
部
特
に
支
那
に
於
て
は
薯
者
の
纒

畜
の
一
斑
が
表
れ
て
み
る
。
蓋
し
外
重
書
に
よ
る
世
界
地
誌
の
多

く
は
原
著
者
の
故
國
に
徒
ら
に
詳
し
く
ア
ジ
ア
洲
は
具
し
て
粗
雑

な
り
し
嫌
が
あ
っ
た
が
、
裳
に
ア
ジ
ア
洲
を
詳
設
す
る
纏
っ
た
世

界
地
誌
を
始
め
て
得
た
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。

　
本
書
上
巻
に
於
て
先
づ
地
球
上
を
地
理
腿
の
型
式
に
分
ち
、
次

い
で
ア
ジ
ア
洲
、
ア
フ
リ
カ
洲
、
大
洋
洲
を
詳
説
し
、
下
巻
に
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
洲
、
北
ア
メ
リ
カ
洲
，
南
ア
メ
リ
カ
洲
を
牧
め
て
み
る
。

巻
中
多
撒
の
爲
聖
地
岡
カ
ッ
ト
表
革
を
用
い
て
直
接
目
に
訴
へ
て

了
解
に
便
に
し
且
繭
巻
宋
に
索
引
を
附
し
て
み
る
。

　
世
界
の
現
勢
に
蘭
す
る
蔦
し
い
認
識
を
得
る
爲
に
厚
く
｛
般
の

讃
者
に
推
付
し
た
い
と
思
、
勘
の
で
あ
る
が
、
ゆ
に
も
地
理
墨
を
專

諭
せ
す
し
て
中
等
諸
墨
校
に
地
理
を
講
ぜ
ら
る
・
方
々
の
恰
好
の

皇
考
書
で
あ
ろ
こ
と
を
、
か
う
し
た
質
問
を
罎
々
受
け
る
か
ら
附

記
し
て
お
く
。
　
（
冨
窟
募
密
行
　
四
六
判
上
個
七
つ
頁
　
下
五
七

（　IS；1　）



三
頁
、
定
償
各
威
園
威
拾
銭
）
（
村
松
）

⑬
一
榊
射
乳
箋
二
　
序
蕪
迷
詩
所
経
一
谷

　
　
　
　
　
東
方
文
化
學
院
京
都
研
究
所
編

　
本
書
は
東
方
交
化
超
越
京
都
研
究
所
の
煙
害
複
製
事
業
の
一
と

し
て
景
敏
経
典
に
し
て
我
國
に
存
す
る
慮
の
二
纏
、
郎
大
正
六
年

故
富
岡
桃
華
氏
の
藏
に
凝
し
た
る
一
望
論
巻
第
三
及
び
転
漕
順
次

郎
博
士
所
藏
の
序
難
三
嘆
藤
縄
一
巻
を
複
製
影
印
し
た
も
の
で
あ

る
。
三
一
基
督
教
の
一
派
た
る
ネ
ス
ト
ル
教
が
唐
代
支
那
に
於
て

景
教
と
し
て
大
に
流
行
し
た
の
は
明
白
な
史
書
で
あ
る
に
も
不
拘

古
田
そ
の
経
典
が
全
く
埋
滅
し
て
傳
ら
な
か
っ
た
が
爲
に
，
景
典

の
内
容
形
式
は
勿
論
、
支
那
に
於
け
る
そ
の
教
義
の
如
き
も
不
明

九
る
を
免
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
然
る
に
か
の
近
年
鍬
次
に

亘
っ
て
行
は
れ
た
中
央
亜
細
引
…
の
探
強
は
燧
に
敦
燵
石
室
蓮
書
の

嚢
見
と
な
り
、
景
典
に
あ
っ
て
は
大
秦
景
教
王
威
蒙
雪
像
，
一
神

論
、
序
驚
迷
詩
所
経
、
志
立
安
樂
経
，
宣
元
至
本
縄
の
五
が
見
患

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
諸
経
典
の
形
式
内
容
に
就
て
は
既
に
屡

次
羽
田
博
士
に
よ
っ
て
藝
文
、
東
洋
學
報
，
内
藤
博
士
選
鰹
醍
賀

　
　
　
　
　
翻
　
　
　
　
介

支
那
墨
論
叢
等
に
於
て
紹
介
竣
表
せ
ら
れ
、

化
史
の
貴
重
な
る
資
料
と
し
て
是
等
諸
景
典
の
複
製
は
學
界
一
般

の
要
望
す
る
塵
と
な
っ
た
が
而
も
な
ほ
景
教
三
威
蒙
度
讃
を
除
く

の
外
は
～
と
し
て
影
印
に
附
せ
ら
れ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。

　
本
書
が
か
・
る
際
に
、
東
方
文
化
學
院
京
都
研
究
所
に
よ
っ
て

公
刊
せ
ら
れ
た
る
所
堪
、
意
義
は
今
更
喋
々
す
る
迄
も
あ
．
る
ま
い
Q

印
刷
（
コ
ロ
タ
イ
プ
）
亦
極
め
て
鮮
明
で
あ
る
。
鳥
の
子
美
濃
倍
版

の
唐
本
仕
立
で
戦
に
牧
め
ら
れ
て
る
る
。

　
倫
附
す
る
に
鋼
田
博
士
の
剴
切
な
る
解
論
を
以
て
し
、
爾
志
の

要
霞
を
羅
け
且
そ
の
撰
述
は
一
紳
論
は
貞
槻
＋
五
年
、
序
転
迷
詩

所
経
亦
景
教
傳
來
の
初
期
に
在
り
共
に
西
方
景
士
の
手
に
成
れ
る

を
論
じ
、
纏
中
に
見
出
さ
れ
る
慮
の
前
書
の
語
句
、
ソ
グ
ド
語
の

鋤
暑
等
を
指
摘
せ
ら
れ
て
る
る
Q

　
蕾
に
支
那
史
東
洋
史
の
專
門
家
に
止
ら
ず
、
筍
も
宗
敏
史
、
東

洋
文
化
に
閣
心
あ
る
入
士
必
備
の
書
と
し
て
薦
め
る
。
（
彙
文
堂
、

丸
善
登
壷
、
實
償
五
圓
×
内
田
）

　
囎
天
正
遣
欧
総
締
記
　
交
學
博
士
　
濱
田
青
陵
著

切
支
丹
の
名
は
夢
を
、
詩
を
、
憧
．
彊
を
奥
へ
る
，
一
面
に
は
中

　
　
　
　
　
第
十
七
麩
　
第
一
號
　
　
　
一
三
五

（　135　）


